
日本HPHネットワーク
利益相反（COI）の開示

筆頭演者名：大室里美
共同演者名：石部洋一、吉井章雅、福田広史、古谷野愛

筆頭演者ならびに共同演者に開示すべきCOIはありません。

■実践報告

演題名 HPH活動の見える化を目指して

E-Maill：rihak@mizukyo.jpお問い合わせ

大室里美1）、石部洋一2） 、吉井章雅3） 、福田広史1） 、古谷野愛1）

1）水島協同病院 リハビリテーション科、2）水島協同病院 診療部、3）水島協同病院 事務部

１. 背景・目的

２. 活動内容

３. まとめ
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当院では毎年、職員検診後に運動、肥満、飲酒、喫煙に対するヘルスプロモーション活動を企画し、希望者に対して生活改
善の取り組みを実施している。なかでも、運動については参加者に万歩計を配布し、1ヶ月間の運動結果のフィードバックを
行ってきた。この具体的な活動内容は、HPH担当者と参加当事者のやりとりにとどまり、実際に運動内容をどのようにフィード
バックしているのか、参加者の成果や感想などは全職員に周知はしていなかった。今回HPH活動をより身近に感じてもらうた
めに、ニュースレターを院内メールで配信し、職員への啓発活動を行ったので報告する。

ニュースレター作成にあたり、
「注目されやすい」「楽しい」をコン
セプトに作成を開始した。注目度
を上げるために、エントリー条件
を設定し、院内全体で業務をして
いる医師、看護師、薬剤師、リハ
ビリスタッフを選出した。参加者
には同意を得て、ニュースレター
には必ず顔写真を使用し、活動
量はグラフを取り入れわかりやす
く示した。

またニュースレターは定期的な
4回の配信とし、院内メールで全
職員に届けた。

ニュースレター発行後、運動企画参加者の増加にはつながらなかった。しかし、ニュースレター発行期間には「ニュースレ
ターを見たよ」と声をかけられたり、参加者に「今日は歩けてる？頑張って」と職員からの応援の声が寄せられた。HPH活動の

周知度は向上したと考える。参加者の歩数については、週による増減は認めたが、歩行に対する意識は変わり階段の使用
やウォーキングを楽しむなど変化が見られていた。
今後も楽しく啓発活動を行い、職員から患者さん、地域へHPH活動を拡げていきたい。

グラフは中之条町研究資料を基に作成


